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あかりとちゃっぽんぽん
八女福島の燈籠人形
９月のイベント
路線バスに乗ろう

つるつる～っと、
　　おいしいね！
　8月5日㈰、やめっこ未来館のイ
ベント「パパママ集まれ」に約50人
の親子が参加しました。親子でプー
ル遊びを楽しんだ後、そうめん流し
が行われ、子どもたちは約20メート
ルほどの竹の樋を流れてくるそうめん
や夏野菜・ゼリーなどを懸命にキャッ
チ。冷たくおいしい夏の風物詩を楽
しみました。
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２
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。
こ

の
燈
籠
人
形
の
「
燈あ

か
り
」
と
、
国
指
定
伝
統
的
工

芸
品
の
八
女
提
灯
の
「
灯あ

か

り
」。
ま
た
八
女
は
電

照
菊
の
発
祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
こ
と

か
ら
、「
あ
か
り
」
を
テ
ー
マ
に
八
女
の
伝
統
文
化・

産
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」

を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
祭
り
直
前
の
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交通規制・駐車場配置図

P駐車場（17時～ 22時）※22時に施錠します。
①総合体育館＝300台   ②南 中 学 校＝250台（降雨時は約80
台  ③ＪＡ立花地区センターおよび中央選果場 ＝180台   ④八
女伝統工芸館＝170台  ⑤公立八女総合病院（八女農業高校の
南側駐車場のみ）＝200台
◦駐車場およびその周辺道路は大変な混雑が予想されますので、
乗り合わせか自転車などでご来場ください。なお、駐車場以外
の駐車はご遠慮ください。◦夜道は暗いので、懐中電灯を持参
しましょう。◦車両通行止め区間は、自転車は押して歩きましょう。

※旧家畜市場駐車場は使用できません

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

9/15
㈯

今
年
も
、“
あ
か
り
＂
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
八
女
の
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
光
と
音
楽
の
花
火
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

鮎
の
つ
か
み
取
り

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯

▽
１
回
目
＝
13
時
～

▽
２
回
目
＝
14
時
～

▽
３
回
目
＝
15
時
～

◦
参
加
費
＝
１
回
２
０
０
円

（
１
人
１
回
ま
で
。
先
着
順
で

受
付
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

イ
ベ
ン
ト
会
場
内

◦
対
象
＝
小
学
生
以
下

※
つ
か
み
取
り
し
た
鮎
は
そ

の
場
で
塩
焼
き
し
た
鮎
と
交

換
を
し
ま
す
。
生
の
ま
ま
の

鮎
は
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

◦
日
時
＝
９
月
15
日
㈯

※
雨
天
時
は
９
月
17
日
㈷
に
延
期
。

17
日
が
雨
天
の
場
合
は
変
更
内
容
を

八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ
Ｍ
八
女

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
場
所
＝
宮
野
公
園
周
辺
（
べ
ん
が

ら
村
横
）

◦
内
容
＝
矢
部
川
に
映
る
２
千
発
の

花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

《
17
時
～
》
露
店
で
の
販
売

《
19
時
55
分
～
》
市
長
あ
い
さ
つ
、

点
火
宣
言

《
20
時
～
》
花
火
大
会
（
約
30
分
）

◦
主
催
＝
八
女
の
ま
つ
り
花
火
部
会

◦
交
通
規
制
時
間
＝
９
月
15
日
㈯
19

時
～
21
時
30
分

◦
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案

内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

9/22
㈯

問い合わせ＝
八女の祭り実行委員会事
務局・八女市役所観光振
興課（☎２３・１１９２）
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【
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
】

◦
内
容
＝
福
島
の
町
並
み
に
ミ
ニ
映
画
館

を
設
置
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
カ
ン
ヌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
キ
ッ
ズ
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯
、
23
日
㈷
11
時

30
分
～
21
時
（
途
中
入
場
可
）

◦
会
場
＝
堺
屋
、
川
の
じ
、
旧
郡
役

所
、
横
町
町
家
交
流
館
、
旧
寺
崎
邸
、

DE,CO
R

（
６
か
所
）

【
あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド
】

◦
内
容
＝
参
加
者
が
和
紙
に
思
い
思
い
の

絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ
か
り
絵
」
が
、

八
女
福
島
の
町
並
み
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

す
。
パ
レ
ー
ド
後
は
鉄
道
記
念
公
園
付
近

や
堺
屋
前
の
通
り
沿
い
に
展
示
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯
18
時
30
分
～

◦
パ
レ
ー
ド
コ
ー
ス
＝
恵
比
寿
酒
店
周
辺

→
京
町
交
差
点
→
福
島
八
幡
宮
→
鉄
道

記
念
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ

【
八
女
う
ま
か
も
ん
フ
ェ
ス
タ
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
】

◦
内
容
＝
地
元
の
飲
食
店
等
約
30
店
舗
が

軒
を
連
ね
、
食
事
を
提
供
し
ま
す
。
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
の
グ
ル
ー
プ
等
に
よ

る
歌
や
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

※
友
好
交
流
都
市
の
奈
良
県
吉
野
町
か

ら
も
特
産
品
等
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
11
時

～
21
時

◦
会
場
＝
鉄
道
記
念
公
園

【
宵
の
あ
か
り
竹
燈
明
と
提
灯
】

◦
内
容
＝
福
島
の
町
並
み
に
八
女
の
伝

統
工
芸
品
で
あ
る
提
灯
や
竹
燈
明
で
幻

想
的
な
景
色
を
演
出
し
ま
す
。
ま
た
、

提
灯
付
き
の
バ
ン
コ
を
通
り
沿
い
に
設
置

し
、
八
女
の
地
酒
や
食
べ
物
の
販
売
等

を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
15
時

～
、
点
灯
18
時
～

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
か
ら
恵
比
寿
酒

店
周
辺
ま
で(

竹
燈
明
設
置
場
所
：
明

永
寺
、堺
屋
、伊
藤
権
次
郎
商
店
駐
車
場
）

【
八
女
伝
統
工
芸
館
イ
ベ
ン
ト
】

▽
第
５
回
竹
久
夢
二
展 

９
月
14
日
㈮
～
10

月
14
日
㈰
▽
八
女
軽
ト
ラ
市 

９
月
23
日
㈷

※
会
場
周
辺
駐
車
場
は
満
車
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
は
な
る
べ
く

乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あ
か
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

9/22㈯
・23㈷

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
は
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
か
ら
八
女
福
島
の
町
並
み
に
八
女
の
伝
統
工
芸

品
で
あ
る
提
灯
や
竹
燈
明
を
飾
り
幻
想
的
な
町
並
み
の
風
景
を
演
出
し
ま
す
。

八女のまつり ～あかりとちゃっぽんぽん～

P

PP

P
P

P

P

八女うまかもんフェスタ
（鉄道記念公園）

町屋まつり会場
燈籠人形会場

至
八
女
I
C

至
筑
後
市

至
黒
木

至
黒
木

442

96

〒

西矢原町

市役所前

土橋郵便局前

土橋郵便局

中宮野町

福島中前

八女警察署前矢原町

新町西

大正町

新町

おりなす八女入口 清水町

大島西

八女警察署

八女市役所

八女商工会議所

清水町
駐車場JAふくおか八女

本店駐車場

JAふくおか八女

八女農業高校八女農業高校八女農業高校
グラウンド

公立八女総合病院駐車場
（八女農業高校南側）

茶のくに
観光案内所
茶のくに
観光案内所

公立八女総合病院駐車場
（マックスバリュ南側）

※八女農業高校北側からは車両進入不可
入口

出口

おりなす
八女八女公園

八女文化会館

旧八女郡役所

明
永
寺

八女の祭り
実行委員会

お問い合わせ

カーナビをご利用の方は
こちらをご入力ください

　雨天の場合、八女農
高・グラウンドには駐車で
きません。
　 「八女のまつり」に来場
される人は、近隣商業施
設には駐車されないよう
お願いします。

9月22日（土）・23日（日）
(10:00～21:30)

P

八女伝統工芸館
福岡県八女市本町2－123－2
☎ 0943－22－3131

JAふくおか八女本店駐車場

八女伝統工芸館

公立八女総合病院駐車場（八女農業高校南側）
公立八女総合病院駐車場（マックスバリュ南側）

福島小学校

福島中学校福島中学校

あかり絵パレードコース

土橋市場土橋市場

中宮野町西

交通規制B区間
【9/22～9/23  15：00～21：30】

交通規制A区間
【9/22～9/24  12：00～21：30】

鮎のつかみ取り会場

観光振興課
TEL0943-23-1192

紺屋町

※公立八女総合病院駐車場は13：30～21：30利用可

宵のあかり竹燈明と提灯宵のあかり竹燈明と提灯

★★

★★

★★

★★

★★

★★
★★

ショート・ショートフィルム
フェスティバル会場

東矢原町
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「
八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
」公
演

町
屋
ま
つ
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

⃝

会
場
＝
八
女
福
島
の
町
並
み

⃝

期
間
＝
９
月
22
日
㈯
～
24
日
㉁

⃝

内
容
＝

【
22
日
㈯
】
▼
大
茶
会
・
八
女
学
院
高
校
茶
道
部
13
時
～

16
時
〈
正
福
寺
〉
▼
八
女
の
水
車
の
紹
介
と
手
作
り
線
香

体
験
11
時
～
15
時
〈
堺
屋
〉
▼
子
供
和
太
鼓
14
時
～
16
時

【
23
日
㈷
】
▼
大
茶
会
・
福
島
高
等
学
校
茶
道
部
13
時
～

16
時
〈
正
福
寺
〉
▼
５
メ
ー
ト
ル
の
巻
き
寿
司
作
り
実
演

①
11
時
30
分
～ 

②
12
時
～
〈
堺
屋
〉
▼
和
太
鼓
の
競
演 

（
昼
の
部
）
14
時
～
（
夜
の
部
）
19
時
40
分
～
▼
抹
茶
席

13
時
～
16
時 〈
こ
の
み
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〉

【
24
日 

㉁
】
▼
池
坊
ミ
ニ
花
展
10
時
～
17
時
〈
堺
屋
和
室
〉

【
22
日
㈯
～
23
日
㈷
】
▼
和
蝋
燭
職
人
制
作
実
演
と
櫨
の

魅
力
い
ろ
い
ろ
11
時
～
17
時
〈
房
屋
〉
▼
提
灯
絵
描
き
体

験
11
時
～
16
時
〈
伊
藤
勘
助
商
店
〉

【
23
日
㈷
～
24
日
㉁
】
▼
人
力
車
町
並
み
散
策
12
時
～
18
時

【
22
日
㈯
～
24
日
㉁
】
▼
マ
イ
塗
り
箸
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
10
時
～
16
時
〈
緒
方
仏
壇
本
店
〉

▼
伝
統
工
芸
職
人
技
実
演
・

体
験
〈
久
留
米
絣
・
木
工
〉

10
時
～
20
時
〈
横
町
町
家
交

流
館
〉

▼
仏
壇
・
竹
細
工
の
職
人
に

よ
る
実
演
10
時
～
16
時
〈
八

女
伝
統
工
芸
館
〉

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
「
町
屋
ま

つ
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

江
口
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
２

５
０
７
・
６
９
０
１
）

会    場　　福島八幡宮境内
公演日時
口開け公演　９月21日㈮ 20：00 ～
本公演 ９月22日㈯・23日㈷・24日㉁
　　　　　　　　　①１３：３０～
　　　　　　　　　②１５：００～
　　　　　　　　　③１６：３０～
　　　　　　　　　④１９：００～
　　　　　　　　　⑤２０：３０～
　　　※１回の公演時間は約３０分
主催　八女福島の燈籠人形保存会
問い合わせ　文化振興課（☎２４・８１６３）

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈷
・
24
日
㉁

《
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
》

　

こ
の
芸
題
は
、
延
享
４
年（
１
７
４
７
）

竹
田
出
雲
ら
に
よ
り
作
ら
れ
た
「
義
経
千
本

桜
」
四
段
目
の
原
作
に
、
常
盤
津
「
道
行
初

音
旅
」
を
加
味
し
て
、
親
を
慕
う
狐
忠
信
と

静
御
前
と
の
は
な
や
か
で
美
し
い
道
行
き
を

詩
情
あ
ふ
れ
る
五
景
に
ま
と
め
た
物
語
で
す
。

　

壇
ノ
浦
で
平
家
滅
亡
の
大
功
を
た
て
た
源

九
郎
判
官
義
経
は
、
朝
廷
か
ら
兄
頼
朝
を
追

討
せ
よ
と
の
命
を
受
け
初
音
之
鼓
を
賜
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
義
経

は
一
生
鼓
を
打
つ
ま
い
と
決
心
す
る
の
で
す
が
、

疑
い
深
い
頼
朝
は
義
経
追
捕
の
兵
を
差
し
向

け
ま
す
。
静
御
前
は
、
吉
野
山
に
身
を
隠
し

た
義
経
を
佐
藤
忠
信
に
守
ら
れ
て
逢
い
に
来

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
も
う
一
人
、
忠
信
が
い
ま

し
た
。
静
御
前
が
義
経
か
ら
渡
さ
れ
た
初
音

之
鼓
を
打
つ
と
、
親
狐
の
皮
で
張
ら
れ
た
鼓
を

慕
う
子
狐
が
、
実
は
忠
信
に
化
け
て
自
分
を

守
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
孝

心
に
う
た
れ
た
義
経
は
源
九
郎
の
名
を
添
え
、

狐
忠
信
に
初
音
之
鼓
を
与
え
る
の
で
し
た
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
は
、
延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の
放
生
会
に

人
形
の
燈
籠
が
奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
明
和
９
年
（
１
７
７
２
）
に
初
め
て
人
形
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
舞
台
の
左
右
の
袖
か
ら
繰
り
出
す
９
本
の
長
い
棒
と
、
舞
台

下
か
ら
の
操
作
で
人
形
を
操
り
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
氏
子
11
町
内
の

当
番
制
で
奉
納
上
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
福
島
校
区
23
町
内

で
保
存
会
を
結
成
し
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
昭
和
52
年
に
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「吉
よ し

野
の

山
や ま

狐
きつね

忠
た だ

信
の ぶ

初
は つ

音
ね

之
の

鼓
つづみ

」
今年の芸題

吉
野
山
狐
忠
信
初
音
之
鼓

９/22㈯
～24㉁
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《
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
》

　

こ
の
芸
題
は
、
延
享
４
年（
１
７
４
７
）

竹
田
出
雲
ら
に
よ
り
作
ら
れ
た
「
義
経
千
本

桜
」
四
段
目
の
原
作
に
、
常
盤
津
「
道
行
初

音
旅
」
を
加
味
し
て
、
親
を
慕
う
狐
忠
信
と

静
御
前
と
の
は
な
や
か
で
美
し
い
道
行
き
を

詩
情
あ
ふ
れ
る
五
景
に
ま
と
め
た
物
語
で
す
。

　

壇
ノ
浦
で
平
家
滅
亡
の
大
功
を
た
て
た
源

九
郎
判
官
義
経
は
、
朝
廷
か
ら
兄
頼
朝
を
追

討
せ
よ
と
の
命
を
受
け
初
音
之
鼓
を
賜
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
義
経

は
一
生
鼓
を
打
つ
ま
い
と
決
心
す
る
の
で
す
が
、

疑
い
深
い
頼
朝
は
義
経
追
捕
の
兵
を
差
し
向

け
ま
す
。
静
御
前
は
、
吉
野
山
に
身
を
隠
し

た
義
経
を
佐
藤
忠
信
に
守
ら
れ
て
逢
い
に
来

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
も
う
一
人
、
忠
信
が
い
ま

し
た
。
静
御
前
が
義
経
か
ら
渡
さ
れ
た
初
音

之
鼓
を
打
つ
と
、
親
狐
の
皮
で
張
ら
れ
た
鼓
を

慕
う
子
狐
が
、
実
は
忠
信
に
化
け
て
自
分
を

守
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
孝

心
に
う
た
れ
た
義
経
は
源
九
郎
の
名
を
添
え
、

狐
忠
信
に
初
音
之
鼓
を
与
え
る
の
で
し
た
。

　
結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
で
新
し
い
門
出
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
期
日
＝
平
成
31
年
２
月
17
日
㈰
、
３
月
３
日
㈰

※
各
１
組
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
10
月
14
日

㈰
に
抽
選
。

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

◦
費
用
＝
負
担
金
３
万
円

◦
申
込
締
切
＝
９
月
30
日
㈰

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ま
つ
り
事
務
局
（
観
光

振
興
課
）
☎
２
３
・
１
１
９
２

　
五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈
願
の

た
め
、
池
の
山
の
麻
生
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
伝
統
芸
能
「
風
流
・
は
ん
や
舞
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。（
福
岡
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）

◦
日
時
＝
９
月
16
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池
の
山
）

屋
外
ス
テ
ー
ジ
　
※
雨
天
時
は
「
そ
よ
か

ぜ
」
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星
野
小
学
校
児
童
に
よ
る

星
野
太
鼓
の
演
奏
（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２・３
１
１
２
）

　
南
朝
の
親
政
を
目
指
し
、
征
西
将
軍
懐か
ね

良な
が

・
良り
ょ
う
せ
い成

両
親
王
に
従
い
、
現
在
も
大
杣

に
眠
ら
れ
る
良
成
親
王
の
御
墓
を
守
る
五

條
頼
元
卿
一
族
ら
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
五

條
家
御
旗
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

五
條
家
に
伝
わ
る
、
門
外
不
出
の
国
指
定

重
要
文
化
財
「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家

文
書
」
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町
旧
大
淵
小
学

校
前 

※
駐
車
場
は
「
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち
」）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
長

月
足
さ
ん
（
☎
４
５
・
０
１
４
０
）

　
星
野
村
の
北
西
、
標
高
４
０
０
メ
ー
ト

ル
の
山
腹
に
、
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
棚

田
を
縁
取
る
赤
い
彼
岸
花
の
美
し
さ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
「
子
鹿
の

里
」
に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農
産
物
販
売

も
あ
り
ま
す
。
23
日
は
餅
つ
き
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て『
鹿
里
棚
田
』

と
検
索
）、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
か
ら
会

場
ま
で
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
９
月
21
日
㈮
～
23
日
㈷

◦
会
場
＝
星
野
村
鹿
里
棚
田

◦
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
里
ふ
る
さ
と
会 
樋
口

さ
ん
（
☎
０
９
０・４
３
４
６・２
５
６
０
）

「
鹿ろ
く
り里 

棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り
」

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
だ
ご
汁

定
食
や
農
産
物
の
販
売
あ
り

麻
生
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
伝
統
芸
能

南
北
朝
の
歴
史
に
触
れ
よ
う「
五ご

條じ
ょ
う

家け

御み

旗は
た

ま
つ
り
」

風
流
・
は
ん
や
舞

９
月
の
イ
ベ
ン
ト

募
集雛

の
里・八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
ま
す《雛の里・八女ぼんぼりまつり》来年 2 月10日㈰から 3

月10日㈰までの間、福島の町並みや商店街など約 100 か所
に八女地方独自の「箱びな」を中心に雛人形を展示。期間中
はさまざまなイベントを開催。まちは雛の里一色に染まります。



地
域
間
幹
線
路
線
バ
ス
（
堀
川
バ
ス
）は
、通
勤
・

通
学
、通
院
、お
買
い
も
の
な
ど
、日
々
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
乗
り
物
と
し
て
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、平
成
25
年
度
と
比
較
す
る
と
平
成
29
年

度
は
、羽
矢
線
（
羽
犬
塚
～
矢
部
）で
約
１
万
８
千
人
、

星
野
線
（
福
島
～
星
野
）も
約
１
万
５
千
人
減
少
し

て
い
ま
す
。利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、全
国
的
に
次
々

に
路
線
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
な
か
、本
市
で
は
運
行
経

費
の
補
助
等
を
行
い
、維
持
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

大
切
な
路
線
バ
ス
を
地
域
に
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、

一
層
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
線
バ
ス
は
地
域
を
支
え
る
大
切
な
公
共
交
通
で
す

路
線
バ
ス
に
乗
ろ
う
。

　
市
や
堀
川
バ
ス
で
は
、
利
用
促
進
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
や
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
各
事
業
主
体
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

　
八
女
市
在
住
の
学
生
が
通
学
に
利
用

す
る
路
線
バ
ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）
の
通

学
定
期
券
の
購
入
費
用
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。
補
助
額
は
購
入
金
額
の
２
割
。

購
入
金
額
か
ら
２
割
を
差
し
引
い
た
月

額
負
担
額
が
１
万
４
千
円
を
超
え
る
場

合
は
、
超
え
た
額
も
併
せ
て
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課
（
☎

２
４・８
１
６
２
）

⃝

運
転
免
許
自
主
返
納
者
運
賃
割
引

　
65
歳
以
上
の
人
で
、
有
効
期
限
が
あ
る

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人
を

対
象
に
運
賃
が
半
額
に
な
る
「
運
転
免
許

証
返
納
者
割
引
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

⃝

1
日
千
円
乗
車
券

　
土・日
・
祝
日
を
対
象
に
、
１
日
限
り
、

堀
川
バ
ス
の
全
路
線
を
千
円
で
自
由
に

乗
り
降
り
で
き
る
お
得
な
乗
車
券
を
販

売
し
て
い
ま
す
（
大
人
１
０
０
０
円
、
小

人
５
０
０
円
）。

▽
お
得
に
平
山
温
泉
へ
行
こ
う

　
土･

日･

祝
日
は
平
山
温
泉
行
き
の
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
福
島
か
ら
平
山

温
泉
ま
で
の
バ
ス
運
賃
は
、
通
常
な
ら
ば

片
道
１
２
０
０
円
で
、
往
復
２
４
０
０
円

に
な
り
ま
す
が
、
日
帰
り
の
場
合
、
１
日

乗
車
券
を
利
用
す
る
と
１
０
０
０
円
で
往

復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

高
校
生
通
学
定
期
券
継
続
購
入
割
引

　
定
期
券
を
９
か
月
継
続
購
入
し
て
い

た
だ
く
と
、
10
か
月
目
か
ら
10
％
割
引
、

さ
ら
に
９
か
月
継
続
購
入
す
る
と
19
か

月
目
か
ら
15
％
割
引
、
さ
ら
に
９
か
月

継
続
購
入
で
28
か
月
目
か
ら
36
カ
月
目

ま
で
20
％
割
引
で
販
売
し
ま
す
。

⃝

障
が
い
者
運
賃
割
引

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
を
対
象
に
、
普
通
運
賃
と

定
期
券
購
入
の
割
引
を
行
い
ま
す
。
手

帳
の
種
別
・
等
級
等
に
よ
っ
て
割
引
の

対
象
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
。

⃝

児
童
生
徒
の
特
別
運
賃

　
現
金
支
払
を
対
象
に
、
小
学
生
は

１
０
０
円
、
中
学
生
は
２
０
０
円
で
乗
車

で
き
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日
、
夏
休
み
・

冬
休
み
・
春
休
み
）。
高
校
生
は
２
０
０
円

（
土
・
日
・
祝
日
の
み
）
で
乗
車
で
き
ま
す
。

　
中
学
生
・
高
校
生
は
学
生
証
等
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春

休
み
は
そ
の
都
度
期
間
設
定
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱
（
☎

２
3
・
６
１
２
８
）

利
用
促
進
の
た
め
の
施
策

八
女
市
が
実
施
す
る
補
助

堀
川
バ
ス
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

0

5万

10万

15万

30万

20万

35万

25万

40万
（人）

H29H25 H26 H27 H28
（年度）

輸送人員の推移

25.7万26.4万26.5万27.5万27.5万 

10.8万 10.4万 9.5万 9.4万 9.3万

羽矢線

星野線
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「
子
育
て
応
援
の
店
」
に
行
こ
う
！

　
福
岡
県
で
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

を
社
会
全
体
で
応
援
し
、
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、「
子
育
て
応
援
の
店
」
を

募
集
・
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
子
育

て
家
庭
に
、
ミ
ル
ク
の
お
湯
の
提
供

を
は
じ
め
、
お
菓
子
や
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

前
の
利
用
登
録
（
無
料
）
で
登
録
者

限
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
登
録
店
舗
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検
索
、
利
用
登
録

は
、
福
岡
県
「
子
育
て
応
援
の
店
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
。

◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
「
子
育
て
応
援
の

店
」
を
検
索
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
「
子

育
て
応
援
の
店
」
事
務
局
（
☎

０
９
２・７
６
１・４
３
２
２
）、
福
岡

県
福
祉
労
働
部
子
育
て
支
援
課
（
☎

０
９
２・６
４
３・３
３
１
１
）

　八女市では「子
育て応援Ｂｏｏｋ
ぽこぁぽこ（Poco 
a poco）」を発行し
ています。これは、
妊娠から出産、子
育てに関与する市
の支 援 施 策やパ
パママ子育て応援
ショップなどのお得
で優しいお出かけ
情報など、子育て中に約立つ情報を一冊に
まとめています。やめっこ未来館や子育て支
援課で配布しています。ぜひご活用ください。
◦問い合わせ＝子育て支援課子ども未来係

（子育て支援総合施設「やめっこ未来館」）
☎２４・８８１４

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
進
学
を
応
援

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
ま
た
は

寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
進
学
に
必

要
な
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

○
貸
付
を
受
け
ら
れ
る
人

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
で
20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
児
童

③
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た
人（
寡
婦
）

④
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
子

⑤
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
た
40
歳
以

上
の
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
寡
婦
以
外
の
人

○
貸
付
金
の
種
類
（
進
学
関
係
）

修
学
資
金
・
就
学
支
度
資
金

◦
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
ま

た
は
専
修
学
校
に
修
学
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
資
金
。
貸
付
限
度
額
は
、
学
校
種
別
等
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

（
例
：
国
公
立
大
学
に
自
宅
通
学
の
場
合
、

修
学
資
金
は
６
万
７
５
０
０
円
、
就
学
支
度

資
金
は
37
万
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
係
（
☎
２
３・１
３
５
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
就
業
支
援

　
福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援
や
養

育
費
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
下
の
支

援
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
ま
ず
は
お
電
話
く

だ
さ
い
。

○
養
育
費
相
談

◦
電
話
相
談
（
離
婚
協
議
中
の
人
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
）。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
弁
護

士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１
時
間
無
料
相
談
券
）

を
発
行
し
ま
す
。

○
無
料
弁
護
士
相
談

◦
来
所
相
談
＝
予
約
先
着
順
で
、一
日
各
４
人

◦
日
時
＝
９
月
５
日
㈬
：
13
時
～
15
時
、
12

日
㈬
お
よ
び
26
日
㈬
：
18
時
30
分
～
20
時
30

分
、
10
月
３
日
㈬
：
13
時
～
15
時

○
講
習
会
（
パ
ソ
コ
ン
基
礎
～
応
用
）

◦
期
間
＝
10
月
25
日
～
11
月
16
日
の
間
の
平

日
で
、
全
12
日
間
。
講
習
時
間
は
13
時
～
17

時◦
定
員
＝
20
人
（
託
児
あ
り
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
の
一

部
１
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
申
込
締
切
＝
10
月
１
日
㈪

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
ひ
と
り

親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
原
町

３
‐
１
‐
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
／
☎

０
９
２・５
８
４・３
９
３
１
）
開
館
時
間
は

月
～
金
曜
９
時
～
17
時
　
毎
週
土
曜
と
第

１
・
第
３
日
曜
の
９
時
～
16
時

八女市子育て応援Book 
 ぽこぁぽこ（Poco a poco）
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近
年
、
不
適
切
な
言
動
を
面
白
半
分
に

投
稿
し
、
問
題
と
な
る
事
例
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
世
界
中
の

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
他
人
か
ら
見
れ

ば
不
愉
快
な
こ
と
や
、
文
化
の
違
い
な
ど

か
ら
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
載
っ
て
し
ま
っ
た
情
報
は
、
完

全
に
削
除
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。

肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
問
わ
れ

な
い
よ
う
、
自
分
や
他
人
の
個
人
情
報
を

安
易
に
載
せ
て
い
な
い
か
、
投
稿
前
の
確

認
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
表
２
）

　
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
動
物
園
か
ら
ラ
イ

オ
ン
が
逃
げ
出
し
た
な
ど
と
い
う
デ
マ
が

拡
散
し
、
混
乱
を
招
い
た
と
し
て
逮
捕
者

が
出
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
誤
っ
た
情
報
や
差
別

を
助
長
す
る
悪
質
な
情
報
も
氾
濫
し
て
い

ま
す
。
出
典
元
を
確
か
め
、
正
し
い
情
報

を
見
極
め
る
力
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
人
付
き
合
い
に
お
い
て
、
互

い
に
尊
重
し
、
信
頼
し
合
う
こ
と
で
絆
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
画
面
の
向
こ

う
側
に
い
る
友
人
や
、
世
界
中
の
人
た
ち

に
思
い
を
馳
せ
、
適
切
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
は
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
利
用
状

況
を
把
握
す
る
努
力
を
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
機
能
（
閲
覧
制
限
）
な
ど
を
活
用
し
、

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
さ
せ
な
い
よ
う
、

人
権
の
視
点
か
ら
注
意
・
指
導
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
大
変
便
利
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
を
使
い
こ
な
し
、
友

人
と
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
情
報
を
発
信
し
合
っ
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
人
権

が
侵
害
さ
れ
る
事
例
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
分
や
家
族
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
友
人
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
は

楽
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
悪
口
な
ど
、

心
な
い
書
き
込
み
は
絶
対
に
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。（
表
１
）

　
お
互
い
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、
相
手

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
悪
口
や
い
じ
め
に
気
付
い
た

ら
、知
ら
な
い
ふ
り
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

画
面
の
コ
ピ
ー
を
残
し
、
先
生
や
周
囲
の

大
人
に
相
談
す
る
方
法
が
有
効
で
す
。

　
ま
た
夜
遅
く
ま
で
の
機
器
の
使
用
は
、

自
分
や
他
人
の
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
す
原
因

に
な
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機

器
に
つ
い
て
、
使
わ
な
い
時
間
帯
を
決
め

る
な
ど
の
ル
ー
ル
や
、
人
と
人
と
が
付
き

合
う
上
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し

合
い
、上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
ろ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

画
面
の
向
こ
う
に
人
が
い
ま
す

世
界
中
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

う
わ
さ
を
信
じ
な
い
、
広
め
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
人
付
き
合
い

◦日時　9 月11日㈫  19:30 ～ 21:00
◦演題　「えっ！わたしだけ？外国人だ
　から当たり前は、本当に当たり前？」
◦講師　LL ネットコアくるめ
　　　   桑野カメリアさん
◦場所　社会福祉会館 3 階大会議室

人権セミナー八女 2018
9 月の講座

（表１）ネットいじめの例
ＳＮＳやブログ
などへの誹謗・
中傷の書き込み

「○○さんの顔キモイ！（気
持ち悪い）」「××くんの性
格ウザイ！（うざったい）」
等と書き込む。

掲示板などへ、
個人情報の無断

掲載

例）本人に断りなく「△△
子、△才、住所、電話番号
090-XXXX、連絡をくださ
い。」などと掲載する。

なりすまし
メール

メール発信者が、第三者に
なりすましてメールを送り、
嫌がらせをする。

（表２）ネット上の人権侵害の特徴
加害の
容易性

誰でも簡単に書き込みができ、複
製や画像の合成も容易。

匿名性

匿名で書き込みができるため、悪
質なものになりやすい。加害者を特
定することが難しく、被害者の精神
的負担が大きい。

被害の
急速な
拡大化

世界中から閲覧でき、内容が別の
サイトに転載され、被害が短期間
に世界中に拡散することも。

被害の
回復

困難性

情報の発信者、サイトの管理者が
特定できない場合が多く、削除要
請が困難。

なぜ
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9
月
は
、
夏
休
み
明
け
や
年
度
の
中
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
心
の
疲
れ
が
出
て
き
や
す
い
時
期
で

す
。
近
年
は
心
の
病
気
を
発
症
す
る
若
い
世
代
が

増
え
て
お
り
、
15
～
39
歳
の
各
年
代
の
死
因
の
第

1
位
は
自
殺
で
す
。
ま
た
、
15
～
34
歳
の
死
因
の

第
1
位
が
自
殺
と
な
っ
て
い
る
の
は
先
進
国
で
日

本
だ
け
で
、他
の
国
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」
を
見
逃
さ
ず
に

　
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
る
か
、
う
つ
の
症
状
（
気

分
が
沈
む
・
や
る
気
が
出
な
い
）
は
出
て
い
な
い

か
、
お
酒
を
飲
む
量
が
増
え
て
な
い
か
、
な
ど
の

「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」
に
職
場
や
学
校
、
家
庭
な
ど
、

周
囲
の
人
が
気
づ
き
、
支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦
「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」
に
気
づ
い
た
ら

　
勇
気
を
出
し

て
声
を
か
け
、

気
持
ち
を
尊
重

し
て
耳
を
傾
け

て
く
だ
さ
い
。

悩
み
を
話
し
て

く
れ
た
ら
、
当

事
者
の
み
で
解

決
し
よ
う
と
せ

ず
に
早
め
に
専

門
家
や
相
談
窓

口
に
相
談
す
る

よ
う
促
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
飲
酒
が
心
に
与
え
る
影
響
は

　
飲
酒
は
自
殺
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
深
刻
な

悩
み
が
あ
る
と
き
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
・
飲
ま
せ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
深
刻
な
悩
み
で
眠
れ
な

い
と
き
は
、
酒
で
ご
ま
か
さ
ず
、
相
談
窓
口
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
心
の
不
調
を
感
じ
て
い

る
人
は
、
病
気
を
認
め
た
く
な
い
こ
と
や
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
誰
に
も
相
談

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
が
い
つ
も

と
違
う
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
優
し
く
声

を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導
係
（
☎

２
３
・
１
３
５
２
）

【
近
隣
の
主
な
相
談
機
関
】

▽
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談(

予
約
制)

　
毎
月
第
４
水
曜
日 
八
女
市
役
所
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

▽
精
神
保
健
福
祉
相
談
（
予
約
制
）

◦
会
場
お
よ
び
日
程
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
本
庁
舎
（
柳
川
）
第
１
・
２
・
３
木
曜
日 

13
時
～
15
時
（
第
1
・
３
木
曜
日
は
医
師
相
談
）。

分
庁
舎（
八
女
）毎
週
月
曜
日
14
時
30
分
～
16
時
。

◦
予
約
電
話
番
号（
☎
０
９
４
４・７
２・２
１
７
６
）

▽
福
岡
い
の
ち
の
電
話

　（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
４
３
４
３
）

▽
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　（
☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
５
０
０
）

み
ん
な
で
支
え
合
い
「
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
な
い
」

社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

９
月
10
日
か
ら
９
月
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の

方
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
33
年
６
月
30
日

ま
で
で
す
。
な
お
市
内
で
は
19
人
が

委
嘱
を
受
け
て
い
ま
す
。

《
再
任
》
那
須
野
　
信
（
黒
木
町
）

《
新
任
》
櫻
木
　
恵
子
（
山
内
）

《
新
任
》
井
上
　
光
洋
（
新
庄
）

《
新
任
》
塩
塚
　
光
徳
（
本
村
）

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
人
た
ち
で
す
。
基

本
的
人
権
の
擁
護
を
目
的
と
し
て
、

地
域
の
住
民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所

や
市
の
公
共
施
設
等
で
特
設
人
権
相

談
所
（
な
ん
で
も
人
権
相
談
）
を
随

時
開
設
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街
の
身

近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八
女

支
局
（
☎
２
３・２
６
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
社
会
生
活

環
境
の
急
激
な
変
化
等
に
伴
っ
て
、
糖

尿
病
や
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
等

に
代
表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
立
し
て
健
康
に
生
活
で
き
る
期

間
で
あ
る
『
健
康
寿
命
』
を
延
ば
す

に
は
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
自
身

の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

何
か
一つ
で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
八
女
市
で
は
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
に
毎
年
６
月
か
ら
11
月
ま
で
、
医

療
機
関
お
よ
び
各
地
域
で
住
民
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
５
月
に
広
報

八
女
と
同
時
に
各
世
帯
に
お
配
り
し
て

い
る
「
住
民
健
診
ガ
イ
ド
本
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
自

分
の
身
体
の
状
態
を
よ
く
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎

２
３・１
３
５
２
）

　
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、

　
し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス
リ

　
　
　
　
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
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シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」①

平和の火よ、永遠に
八女市平和祈念式典が広島原爆の日の 8 月 6 日㈪、星のふるさと公園平和の広場
でありました。参加者はこの場所に灯る平和の火を前に、世界平和を祈念しました。

　
式
典
に
は
地
元
の
小
中
学
生

や
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が

参
列
し
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

午
前
８
時
15
分
、
１
分
間
の
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
三
田
村
市

長
は
式
辞
の
中
で
、「
世
界
の
恒

久
平
和
は
全
人
類
の
願
い
。
再

び
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
広
島
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
来
賓
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
小
学
生
代
表
の
原
口

ひ
な
の
さ
ん
と
中
学
生
代
表
の

中
村
優
太
さ
ん
が
平
和
の
誓
い

を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
民
が
平
和
の
願
い
を
込
め

て
折
っ
た
千
羽
鶴
が
献
呈
さ
れ
、

参
列
者
全
員
で
献
花
を
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
星
野
中
学
校
全

生
徒
39
人
が
カ
ン
タ
ー
タ
「
こ
の

灯
を
永
遠
に
」を
合
唱
し
ま
し
た
。

73
年
前
の
広
島
の
悲
劇
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
な
い
平
和

な
世
界
の
実
現
を
誓
い
ま
し
た
。

星野小 6 年 原口ひなのさん

星野中 3 年 中村優太さん

「恨んでばかりでは、世界
は平和にならない」と教え
てくれる平和の火を心にき
ざみ、永遠に灯し続けたい。

平和を願うバトンは私たち
の手の中にある。このバト
ンを世界中の次の世代へ
引き継ぐことを誓う。

原爆の火をテーマにしたカンタータ「この灯を永遠に」を、星野中学
校全校生徒と作詞・作曲した安藤由布樹氏が心を込めて歌いました。

市内小中学校やデイサービス利用者、八女市立図
書館利用者などが折った千羽鶴が献呈されました。

恨
み
の
火
か
ら
平
和
の
火
へ

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
広
島
で

任
務
に
つ
い
て
い
た
山
本
達
雄
さ

ん
は
原
爆
の
惨
状
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
終
戦
後
、
父
親
代

わ
り
だ
っ
た
広
島
の
叔
父
を
探
し

ま
す
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

遺
骨
代
わ
り
に
と
叔
父
の
営
む
書

店
の
地
下
壕
で
く
す
ぶ
り
続
け
る

火
を
カ
イ
ロ
に
移
し
て
持
ち
帰
り

ま
す
。
こ
の
火
は
山
本
家
の
仏
壇

で
、
叔
父
や
原
爆
犠
牲
者
の
供
養

の
火
、
怨
念
の
火
と
し
て
23
年
間
、

人
知
れ
ず
灯
し
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
、
当
時
の
星
野
村
は

こ
の
火
を
受
け
継
ぎ
平
和
の
塔
に
灯

し
、
毎
年
８
月
６
日
に
平
和
祈
念

式
典
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
昭

和
63
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
第
３
回
国
連
軍
縮
特
別
総

会
に
「
平
和
の
火
」
と
し
て
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
平
和
の
火
は
全

国
各
地
に
採
火
さ
れ
、
平
成
22
年
、

合
併
と
と
も
に
八
女
市
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
今
年
は
山
本
家
か
ら

星
野
村
へ
火
が
受
け
継
が
れ
、
50
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
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平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　多良間村は、多良間
島と水納島の２つの島
で構成され、南洋に浮
かぶ癒しの島です。宮
古島と石垣島とのほぼ
中間に位置し、琉球王

国が中継貿易で栄えた中世には、沖縄本島と宮古、八重山
地域を結ぶ航海上の要所でした。現在の基幹産業は農業
で、サトウキビを中心に葉たばこ、野菜などの農作物が栽
培されており、肉牛やヤギの飼育など畜産業も盛んです。

沖縄県 多
た

良
ら

間
ま

村
そん

【イベント情報】
　「第 21回たらま島一周マラソン大会」 
◦日時＝11月11日㈯ 11時 30 分スタート
◦申込期限＝9 月30日㈰ ※詳細はＨＰで確認ください
多良間村HP http://www.vill.tarama.okinawa.jp/

【イチオシ】　「たらまんぼー」多良間村特産の黒糖
を使ったお菓子。やさしい甘みで、少し固めの食
感が懐かしい味。インターネット通販でも購入可。

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」①
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟していま
す。連合では、地域資源（景観・文化・環境）の保
護を通じ、美しい村のブランド価値を高め、農山村の
自立・発展を促す諸活動を推進しています。今月から、
同じ九州地方の全 12 団体の活動を紹介していきます。

タマスタ筑後
 9 月試合日程

対戦
カード

試合
開始時間 イベント

9月15日㈯
広島 13:009月16日㈰

9月17日㈷

9月22日㈯
オリッ
クス 13:00

観戦来場者へオリジナルピンバッジ配布
「タマスタ筑後・レディースデー」開催

9月23日㈷

9月24日㉁ 《タマスタ筑後最終戦》
「筑後ファン感謝デー」開催

鷹の祭典 2018 ユニフォーム付チケット（タマスタ筑後）

内容
内野指定席引換券（通常 1,200 円）1 枚
鷹の祭典 2018 ユニフォーム（レプリカ）
L サイズ 1 着

価格 1セット 2,700 円（税込）

鷹の祭典 2018 ユニフォーム付チケット（タマスタ筑後）発売中

八女市では、福岡ソフトバンクホークスとの地域包括連携協定に基づき、広報八女やホームペー
ジ等でホークス情報を発信しています。

ピンバッジ

「筑後ファン感謝デー」2017 年開催時の様子

タマスタ筑後でホークスを応援しよう！

近距離で若鷹
選手とふれあえ

るかも!?

　9 月にタマスタ筑後で開催されるウエスタ
ン・リーグ公式戦の、内野指定席と「鷹の祭
典 2018」レプリカユニフォームがセットになっ
たお得なチケットも発売中です。詳しくはホー
クス公式サイトをご確認ください。
http://softbankhawks.co.jp/

キ
リ
ト
リ
セ
ン

広報八女　2018.9.111
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　八女から世界へ

マルチな才能を発信　 消費生活
そうだん

㊺

【
事
例
／
30
代
女
性
】

　

育
休
中
に
家
で
で
き
る
仕
事
が
な
い
か

と
「
副
業
」
と
ネ
ッ
ト
検
索
し
た
ら
「
相

手
と
メ
ー
ル
す
る
だ
け
で
高
額
収
入
」
と

う
た
っ
た
サ
イ
ト
が
あ
り
無
料
登
録
。
す

ぐ
に
「
妻
と
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
」と
男
性
か
ら
メ
ー

ル
が
来
た
。
数
回
や
り
取
り
を
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
ら
「
お
礼
を
し
た
い
の
で
、

個
人
情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
上
の
ラ
ン

ク
の
会
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。
そ
の

後
サ
イ
ト
か
ら
、「
個
人
情
報
交
換
申
請

の
た
め
1
万
円
、
個
人
情
報
交
換
ツ
ー

ル
利
用
の
た
め
3
万
円
、
個
人
情
報
の

交
換
を
自
由
に
す
る
ア
カ
ウ
ン
ト
切
替
に

5
万
円
」
と
言
わ
れ
る
ま
ま
に
決
済
し
、

最
後
に
個
人
情
報
を
交
換
す
る
認
証
失

敗
の
た
め
、
再
設
定
に
7
万
円
必
要
と

言
わ
れ
決
済
し
た
。
相
手
の
男
性
か
ら
そ

の
都
度
「
半
額
負
担
す
る
か
ら
」、「
あ
と

か
ら
必
ず
全
額
お
返
し
す
る
」
と
言
わ
れ

て
信
じ
て
し
ま
っ
た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

ら
詐
欺
だ
と
書
き
込
み
が
あ
っ
た
。

【
解
説
】

　

以
前
か
ら
出
会
い
系
や
占
い
な
ど
の
サ

ク
ラ
サ
イ
ト
の
注
意
喚
起
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
若
い
女
性
が
巻
き
込
ま
れ

20
代
～
30
代
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

る
副
業
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
が
激
増
し
て

い
ま
す
。「
か
ん
た
ん
副
業
」「
高
額
保
証
」

と
い
う
言
葉
で
誘
い
、
不
明
瞭
な
理
由
で

次
々
と
お
金
を
支
払
わ
せ
ま
す
。
報
酬
は

全
く
受
け
取
れ
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
請
求
が
残
る
と
い
う
事
例
が
起
き
て
い

ま
す
。
相
手
は
、
お
そ
ら
く
サ
イ
ト
が
準

備
し
た
「
サ
ク
ラ
」
で
す
が
、
サ
ク
ラ
の

証
明
は
困
難
で
す
。ま
た
、サ
イ
ト
業
者
は
、

「
利
用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
関
係

な
い
」
と
主
張
す
る
の
で
、
交
渉
が
困
難

で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
将
来
得
ら
れ
る
と
い
う
収
入
を
前
提
と

し
た
支
払
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・仕
事
に
見
合
わ
な
い
高
収
入
は「
怪
し
い
」

と
思
い
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
相
手
を

簡
単
に
信
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
異
性
か
ら
別
の
サ
イ
ト
で
の
メ
ー
ル
交
換

を
誘
導
さ
れ
た
ら
、
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
を
疑

い
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

冷
奴
薬
味
数あ
ま
た多

に
昼
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
川
原
篤
子

岨そ
ま
み
ち道
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
行
者
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

井
上
ト
シ
子

梅
雨
の
朝
娘こ

と
の
散
歩
や
老
の
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
中
サ
ト
リ

荒
れ
に
荒
れ
大
河
も
今
日
の
旱ひ
で
りか
な
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

牛
島 

景
子

阿
蘇
岳
の
立
入
禁
止
避
暑
地
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

堤 

多
鶴
子

八
女
紫
苑
句
会

第
37
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会

「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の
建
立

を
記
念
し
た
句
会
を
、
岩
戸
山
古
墳
周
辺

を
吟
行
し
て
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
16
日
㈰ 

投
句
締
切
13
時

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
（
い
わ

い
の
郷
）

◦
内
容
＝
一
人
５
句
ま
で
投
句
可
。
ど
な
た

で
も
投
稿
で
き
ま
す
。
優
秀
句
に
は
賞
状

贈
呈
。
欠
席
投
句
は
９
月
14
日
㈮
必
着
。

◦
会
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
句
会
責
任
者 

堤
多
鶴
子

さ
ん
（
☎
０
８
０・５
２
７
１・７
５
３
４
）
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ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.9）
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1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

京都府生まれ。東京在住時にか
らくり人形に出会い、6年前に八
女市へ移住。からくり人形師の傍
ら、スポーツジャーナリストとし
ての側面も持つ。世界最小のテ
ディーベア（0.8㎜）制作のギネ
ス記録を保持し、昨年はLEXUS 
NEW TAKUMI PROJECT2017の
福岡県の「匠」に選出される。

　「
か
ら
く
り
人
形
」に
出
会
っ
た
の
は

東
京
で
、そ
れ
ま
で
は
自
転
車
や
釣
り

具
の
カ
ス
タ
ム
等
を
手
が
け
て
い
ま
し

た
。自
転
車
も
釣
り
具
の
リ
ー
ル
も
、か

ら
く
り
人
形
も
動
作
の
基
本
は
歯
車
で

す
。歯
車
を
組
み
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
を
作
り
出
す
か
ら
く
り
人
形
の

世
界
に
入
っ
て
い
く
の
も
自
然
な
流
れ

で
し
た
。現
在
国
内
で
か
ら
く
り
人
形

師
を
生
業
と
し
て
い
る
人
は
、私
を
含

め
て
3
人
し
か
い
ま
せ
ん
。「
か
ら
く
り

儀
右
衛
門
」と
呼
ば
れ
た
田
中
久
重
ゆ

か
り
の
久
留
米
藩
内
で
あ
り
、伝
統
工

芸
が
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
八
女

市
で
創
作
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。か
ら
く
り
人
形
の
他
に

も
超
絶
技
巧
と
呼
ば
れ
る
極
小
の
玩
具

や
彫
刻
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
作
活
動
の
原
点
は「
他
の
人
に
で
き

な
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
、人
が
喜

び
、驚
い
て
も
ら
え
る
も
の
を
作
り
た

い
」と
い
う
思
い
で
、今
後
も
面
白
そ
う

な
事
に
は
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、黒
木
地
域
に
居
を
移
す
準
備
を
し

て
い
ま
す
。工
房
と
生
活
拠
点
を
切
り

離
し
、展
示
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、伝
統
工
芸
に
通
じ
る

技
術
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、八
女

市
か
ら
世
界
へ
、技
術
と
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　八女から世界へ

マルチな才能を発信　
　

喜
び
と
驚
き
の
歯
車
を
か
み
合
わ
せ
た
い  

森も
り
ね音 

広ひ
ろ
む夢

さ
ん（
本
町
）
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9月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
上陽分館 ☎54・3131
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより
《本館の休館日》
3日㈪～21日㈮、24日㈪図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》
3日㈪～21日㈮、23日㈷、25日㈫

９月は図書館の特別整理期間です

　
７
月
28
日
㈯
、
夜
の
８
時
か

ら
八
女
市
立
図
書
館
本
館
に
て

「
夜
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ろ
う
そ
く
の
灯
り

が
揺
ら
め
く
中
、
八
女
「 

お
は

な
し 

お
は
な
し
」
さ
ん
の
語
る
こ

わ
い
お
は
な
し
や
紙
芝
居
を
、
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝1日、22日、29日
　※いずれも土曜日14時から　
おはなしコーナー
♥黒木分館＝１日㈯ 10時30分～
　おはなしコーナー

９月のあかちゃんおはなし会
0 ～2 歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館＝2日㈰11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝22日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

◦本館・分館
　９月３日㈪～ 21日㈮　
※移動図書館も運休します。

　今年度は図書館システ
ム更新のため、整理期間が
例年より長くなります。皆
さまには、大変ご迷惑おか
けしますがよろしくお願い
します。
※本の返却につきましては
返却ポストをご利用くださ
い。（CD・DVDは不可）

子
育
て
を
支
援
し
ま
す
！

夜
の
こ
わ
い
お
は
な
し
会

特別整理期間に伴う
全館休館のお知らせ

９月のおはなし会

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
3日㈪～21日㈮、23日㈷、24日㈪

★
あ
か
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

　
本
館
（
第
１
日
曜
と
第
３
土

曜
日
）
と
黒
木
分
館
（
第
４
土

曜
日
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
を

し
な
が
ら
、
あ
か
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
づ
く
り
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

★
だ
っ
こ
大
す
き

　
え
ほ
ん
よ
み
き
か
せ

　
４
か
月
児
健
康
診
断
の
会
場

で
、
絵
本
２
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
家
庭
で
の

よ
み
き
か
せ
の
大
切
さ
や
図
書
館

の
活
用
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

転居準備を手伝っていただいた黒木町花渡
行政区花平地区の皆さんに感謝！
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

空に浮かぶ慰霊の灯火
　地域で亡くなった人の精霊をみんなで送る「大淵献
燈祭」が８月14 日㈫、げんき館おおぶちグラウンド
で開催されました。和紙で作った高さ1.8㍍の燈籠の
中に火をともし、熱気球の要領で空高く浮かべるこの
催しは今年で５回目。夕暮れの中、故人の名を記した
燈籠が静かに空に舞い上がると、会場内から歓声が上
がりました。他にも、西日本豪雨被災地の早期復興を
祈る約５㍍の巨大燈籠や、地域活性化を願う燈籠も上
げられ、夜空に浮かぶ幻想的な光が多くの見物客を魅
了しました。

夜

面を彩る祈りの灯籠
　８月16日㈭、上陽町の星野川寄口橋一
帯で「八女上陽万灯流し」があり、約 300
個の灯籠が川面に浮かびました。この催し
は「川を大切にしたい。ふるさとの良さを
見直したい」との願いを込めて行われてい
る行事で、今回で 24 回目。地元園児や高
齢者の方が絵付けした灯籠や、当日子ども
たちがそれぞれに絵や願い事を書いた灯
籠が流されました。夕暮れの川を静かに流
れるやさしい灯りを多くの人たちが見守っ
ていました。

川



ラダンス大会での成果を報告
　おりなす八女を拠点に活動しているフラダンスグループ
'OLI'Oli Hula Ohana（オリ・オリ・フラ・オハナ）の皆さんが、
第15 回いぶすきフラフェスティバルに出場し、優勝を含む
優秀な成績を収め、結果を教育長に報告しました。成績は
次のとおり（敬称略）。
⃝カイカマヒネ（少女の部）・ソロ 優勝 石川明佳音 ⃝ワヒ
ネ（成人の部）・ソロ2位 木下奈緒 ⃝クプナ（55歳以上の部）・
ソロ3 位 安徳武美 ⃝カイカマヒネ・グループ 2 位

フ

しも！に備えて災害対応訓練
　8 月8日㈬、道の駅たちばなで、道の駅スタッフ・立花
支所職員など 25 人が国土交通省職員指導のもと、災害対
応訓練を行いました。道の駅は災害時に通行者の臨時避難
所として、発災後は物資や救助隊等の集積地としての機能
も果たします。いざという場合の初期対応は道の駅スタッ
フが担う役割も大きいことから、防災倉庫の備蓄品の確認
や非常電源装置の起動方法、マンホール式簡易トイレの設
置訓練等を行いました。

も
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面と夜空に開く、二つの大輪
　8 月11日㈷、星野体育センターグラウンド ( 池の山グ
ラウンド ) で「夏祭りよかっ祭」が行われ、約 3000 人
の来場者でにぎわいました。ステージでは吉永フラ・タ
ヒチアンダンススクールやダンススタジオ WHERT によ
るダンスパフォーマンス、ラムネ・ビールの早飲み大会、
豪華景品が当たる大抽選会などが行われました。夜には
麻生池のほとりで恒例の花火大会も行われ、来場者は夜
空と湖面に美しく開く大輪の花に見入っていました。

湖

部の源流水を柳川へ
　8 月3日㈮～ 4日㈯に、「源流水持ち帰り隊」が矢部川水
源地の矢部村北矢部バノキの水汲み場から柳川市まで、源
流水の入った桶を担ぎ約60㎞の道のりを夜通し歩いて運び
ました。これは、水郷柳川夏の水まつり「スイ！水！すい！」
のイベントとして行われたものです。矢部の源流水は自由に
汲めるもので、手をつけると痺れるように冷たく、水質検査
でも飲料に適合するおいしい水です。まつり会場に届けられ
た源流水は来場者に振る舞われ、「おいしい水だね」と好評
でした。

矢
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空を彩る大輪の花
　8 月14日㈫、矢部村花火大会が開催されました。ス
テージイベントでは、ラムネの早飲み大会や 7 月にオー
プンした「やべのもり」の宿泊券が当たるお楽しみ抽選
会などが催され、地域おこし協力隊の徳永潤さんと青
年団の山口雄大さんの息の合った司会で大いに盛り上
がりました。メインの打ち上げ花火は涼風が吹き抜ける
中、迫力ある音が矢部の山 に々響きわたり、美しい花火
を見る事ができました。

夜

妹都市･巨済との交流を深める
　８月１日㈬～３日㈮の日程で、姉妹都市である韓国・
巨済 ( コジェ ) 市で行われた青少年文化交流事業に市立
中学校・義務教育学校の生徒 15 人が参加しました。出
発式の中で、中園副市長は「言葉の壁を越えて、積極
的にコミュニケーションを取り合ってください」とあい
さつし、黒木中学校 2 年の樋口真聖さんは「自分の好き
な八女を巨済の人々に知ってもらえるよう頑張ります」
と決意を述べました。
　初日は捕虜収容所遺跡公園で朝鮮戦争の歴史につい
て学び、２日目は巨済市の中学生と合流し、孟宗竹テー
マパークや海でのカヌー体験、地元の中学校でレクリ
エーションと晩餐会を行いました。晩餐会では全員で練
習したダンスと歌を巨済市の中学生と一緒に披露しまし
た。最終日は金泳三元大統領の記録展示館を見学した
あとに釜山へ向かい、班ごとに買い物体験をしました。
韓国も日本と変わらず厳しい暑さが続きましたが、参加
者の元気な姿は暑さを吹き飛ばすほどでした。生徒たち
は、「巨済市でいただいたおもてなしに感謝し、来年度
の受け入れでは、もっと喜んでもらえるような内容にし
たい」と話していました。この事業については、１１月
４日㈰に行われる「八女市教育の日」で発表します。

姉

代を学ぶ夏休み
　岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」で、夏休みスペシャ
ルイベントとして、土器づくり、埴輪づくり、ミニ銅鏡づく
り体験が行われました。8 月11日㈷に行われた埴輪づくり
体験では、展示室で実物の埴輪を見学した後、歴史的な
意味やどのように使われていたのか、制作方法などを学習
し、それぞれ見本を参考にしたり、想像力を働かせたりして、
オリジナリティあふれるものを考案し、個性あふれる埴輪が
出来上がりました。

古
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～い夏は“ひるよけ”気分で
　8 月11日㈷、道の駅たちばなで「ひるよけ夏祭り」が行
われました。生産者が丹精込めて作った農産品や特産品を
はじめ、花卉（かき）部会の盆花アレンジフラワー、八女
農業高等学校の対面販売等々、各部会が趣向を凝らした
ブースを出店しました。また、夏野菜がたっぷり入った夏野
菜カレーの振る舞いのほか、1,000 円以上の商品購入者に
は豪華な景品が当たる釣りゲームや射的なども行われ、来
場者はひるよけ気分で夏の休日を楽しんでいました。

暑

天下の熱～い戦い。
　７月２２日㈰、第 60 回星野地区球技大会が行われ、軟
式野球・ミニバレー・グラウンドゴルフの 3 競技で熱～い
戦いが繰り広げられました。試合結果は次のとおり（敬称
略）。
○軟式野球＝優勝：長尾、準優勝：星野（中央・８区）　
〇ミニバレー＝優勝：合同チーム、準優勝：星野１区
〇グラウンドゴルフ（６０歳以上）＝優勝：原口繁利、準優勝：
竹下武雄、３位：坂本三男

炎

を学んだ夏休み
　8 月2日㈭、筑南小学校で、学校給食調理員の指導によ
る料理教室を開催しました。子どもたちが「食」に対する
関心を深め、調理に興味を持つことを目的とするもので、当
日は学童保育所に通う1年生から5 年生までの 35 人が参
加しました。献立は、「八女茶ふりかけおにぎり」と「切干
大根の味噌汁」にチャレンジ。子どもたち手作りの料理と
給食調理員が作った「鶏肉のさっぱり煮」とデザートを加え、
笑顔いっぱい、大満足の料理教室となりました。

食

りで暑さを吹き飛ばす！
　8 月4日㈯、北山コミュニティセンターで「第12回踊る！
きたやま夏祭り」が行われました。ステージでは北山保育
園の園児や筑南小学校の児童、八女高校ダンス部等による
ダンスや筑南中学校ブラスバンド部の演奏など、暑さを吹
き飛ばす元気なパフォーマンスが披露されました。また、ゲ
ストのサウスクラブフラダンスチームの優雅なダンスは観客
を魅了し、会場が一体となり踊りと音楽を楽しみました。最
後は参加者全員での総踊りで祭りを締めくくりました。

踊
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一般国道４４２号一般国道４４２号

八女インターチェンジ八女インターチェンジ

市道矢部線
市道矢部線

主 要 地 方
道 八 女 瀬

高 線
主 要 地 方

道 八 女 瀬
高 線

主
要
地
方
道
佐
賀
八
女
線

主
要
地
方
道
佐
賀
八
女
線

山

ノ井
川

山

ノ井
川

九
州
自
動
車
道

九
州
自
動
車
道

下水道事業説明会を開催します
　左図の破線内の区
域について、下水道事
業（認可拡張）を計画
しています。説明会対
象者は破線内区域の着
色部にお住まいの人で
す。地元行政区での説
明会に出席できなかっ
た人、そのほか希望さ
れる人の参加をお願い
します。
◦区域＝左図参照（室
岡、亀甲、亀甲北、龍ヶ
原、稲富の着色範囲）
◦日時＝９月12日㈬ 19
時 30 分～
◦会場＝おりなす八女 
交流棟交流室Ａ
◦問い合わせ＝上下水
道局下水道工務係（☎
２３・１６７０）

　
こ
れ
か
ら
秋
雨
前
線
や
台
風

が
多
く
発
生
す
る
時
季
と
な
り
ま

す
。
今
年
は
７
月
の
西
日
本
豪
雨

を
は
じ
め
異
例
の
コ
ー
ス
を
進
行

し
た
台
風
12
号
な
ど
、
予
想
外
の

気
象
状
況
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
台
風
や
大
雨
な
ど
に
関
す

る
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
少
し
で

も
危
険
や
不
安
に
感
じ
た
ら
、
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◦
秋
の
台
風
の
特
徴

　
秋
の
台
風
は
、
夏
の
台
風
に
比

べ
、
移
動
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
突
風

が
起
こ
り
や
す
く
、
台
風
が
発
生

し
て
か
ら
日
本
に
上
陸
す
る
ま
で

の
時
間
も
早
く
な
り
ま
す
。
こ
ま

め
に
台
風
情
報
を
確
認
し
、
早
め

の
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
に
注
意
！

＝
八
女
消
防
本
部
＝

　
黒
木
町
の
城
山
公
園
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
、
ま
た

住
民
憩
い
の
公
園
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
園
を
快
適
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、「
猫

尾
城
の
会
」
の
会
員
を
中
心
に
、
地
域
住
民
や
有
志
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
年
６
回
、
草
刈
り
や
清
掃
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
活
動
の

輪
も
広
が
り
、
地
元
北
木
屋
地
区
の
黒
木
中
生
徒
や
保

護
者
、
木
屋
地
区
自
治
運
営
協
議
会
等
の
各
種
団
体
か

ら
も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
猫
尾
城
の
会
の
伊
藤
正
雄
会
長
は
、「
た
く
さ
ん
の

人
に
参
加
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

末
永
く
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。
城
山
公
園

を
末
永
く
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
行
く
た
め
に

も
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
今
月
の
開
催
日
程
＝
９

月
23
日
㈷
午
前
７
時
か
ら

１
時
間
程
度

◦
持
参
品
等
＝
作
業
し
や

す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ

い
（
熱
中
症
対
策
等
含

む
）。
草
刈
り
鎌
や
草
刈

り
機
を
お
持
ち
の
人
は
持

参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光

係
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

黒
木
「
城
山
公
園
」
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
者
募
集
！
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
９
月
9
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
９
月
9
日
㈰
７
時
30

お
知

ら
せ

分
、
旧
白
木
支
所
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
鹿
伏
・
大
内
邸
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

下
水
道
の
こ
と
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
場
無
料
。
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
、景
品
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
９
日
㈰
10
時
～

13
時
（
雨
天
決
行
）

◦
場
所
＝
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
水
き
ら
ら
」
筑
後
市
大
字
島
田

７
５
４
（
☎
０
９
４
２
・
５
４
・

２
７
０
１
）

◦
主
催
＝
矢
部
川
流
域
下
水
道

推
進
協
議
会
（
八
女
市
、筑
後
市
、

み
や
ま
市
、
広
川
町
）、（
公
財
）

福
岡
県
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

◦
事
務
局
＝
筑
後
市
上
下
水
道
課

（
☎
０
９
４
２・
６
５・
７
０
３
７
）

　

今
回
は
「
前
を
向
い
て
歩
く
」

と
題
し
、
江
田
直
浩
さ
ん
（
介
護

付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）
の

講
演
。
参
加
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
９
月
11
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

今
月
は
先
輩
お
母
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、
子
育
て
や
療
育
・
進

路
な
ど
に
つ
い
て
、
経
験
を
も
と

に
話
を
伺
い
ま
す
。
事
前
申
込
不

要
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地

区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
八
女
市
本
町
17

―
２
）
☎
２
２
・
２
６
１
０

　

上
陽
町
の
山
奥
の
き
れ
い
な
星

空
を
花
火
が
美
し
く
彩
り
ま
す
。

花
火
の
前
に
は
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
す
。

◦
日
に
ち
＝
９
月
14
日
㈮
※
雨
天

時
に
は
花
火
大
会
は
順
延
し
ま

す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
中
止
。

◦
駐
車
場
＝
上
陽
町
田
代
地
区
・

東
山
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
▽
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
奏

者
「
深
町
宏
」
コ
ン
サ
ー
ト
（
17

時
開
始
予
定
）
▽
花
火
大
会

（
20
時
頃
開
始
予
定
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
田
代
八
幡
宮
奉

納
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０
・７
４
６
８
・６
５
１
２
）

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、
こ

こ
ろ
の
健
康
に
関
心
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
9
月
22
日
㈯
14
時
～

◦
場
所
＝
筑
水
会
病
院 

外
来
待

合
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
水
会
病
院
地

域
連
携
室
（
☎
２
３
・５
１
３
１
）

　

上
方
落
語
御
一
門
・
桂
小
春
団

治
ほ
か
出
演
。
放
生
会
・
町
屋

ま
つ
り
協
賛
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
16
時
30

分
～

◦
会
費
＝
２
千
円

◦
場
所
＝
西
勝
寺
本
堂
（
西
紺

屋
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
勝
寺
（
☎
２

４
・
３
４
１
１
）

下
水
道
展

障
害
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

第
55
回
地
域
活
動
講
演
会

  夢二とモリスからの伝言
「第５回竹久夢二展」

　未来につなぐ星野村づくりを
目指す、がんばりよるよ星野村

（連合）チャリティー企画として、
ピカソ・東山魁夷など、物故巨
匠作家の版画作品と、現代画
家の油彩・水彩・版画など、内
外の作家約 60 人の作品 120 余
点を展示する絵画展を開催しま
す。星野村で世界的名画を鑑賞
できる絶好の機会です。特別企
画として、スペイン出身の天才
画家、ミゲール・ペイドロ・ベ
ンゲル画伯を招き、作品の展示
と共にサイン会（会期中毎日 3
回 11時・14 時・16 時）も行い
ます。展示するすべての作品は
購入も可能です。入場無料。
◦会期＝9 月22日㈯～ 24日㉁
各日とも10 時～18 時
◦会場＝そよかぜ多目的ホール
◦問い合わせ＝星野支所建設経済
課（絵画展事務局）☎５２・３114

現
代
国
際
巨
匠

絵
画
展

　シリーズ第５弾。今回は夢二が大
きく影響を受けた、近代デザインの
創始者と言われるウィリアム・モリス
と夢二との思想に焦点を当てた展示
会です。貴重な原画や資料の展示、
木版画の展示・販売、小物等のグッ
ズ販売も行います。入場料無料。
◦日時＝９月14日㈮～10 月14日㈰、
９時～ 17 時、休館日10 月１日㈪

【オープニングイベント】
９月15 日㈯ 10 時 30 分～藤間流藤
間寿紫保社中による日本舞踊「パリ
一人」ほか

【ギャラリートーク】
期間中の日曜日、14 時から全５回
◦会場・問い合わせ＝八女伝統工芸
館（☎２２・３１３１）

田
代
弓
八
幡
神
社
放
生
会
花

火
大
会

ち
く
す
い
講
演
会

お
寺
で
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
１
８

＂
秋
〟
第
14
回
西
勝
寺
寄
席
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高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
、
年
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
参
加
希
望
者
は
次
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
9
月
28
日
㈮
13
時
～

15
時
30
分

◦
場
所
＝
ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
）

◦
内
容
＝
▽
ロ
コ
モ
予
防
運
動

▽
【
特
別
講
演
】「
平
穏
死
10
の

条
件
」
～
穏
や
か
な
最
期
を
迎

え
る
た
め
に
～
医
療
法
人
社
団

裕
和
会 

理
事
長
、長
尾
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長 

長
尾
和
宏
氏

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長

寿
特
別
講
演
会
受
付
事
務
局（
☎

０
１
２
０
・
５
０
・
１
６
７
９
／

N
０
１
２
０
・
５
０
・
１
７
３
８
）

　

介
護
技
術
の
競
技
や
タ
レ
ン

ト
の
西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
に
よ
る
介

護
体
験
の
講
演
な
ど
、
介
護
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
11
時
～

16
時
30
分

◦
場
所
＝
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル
（
福
岡

市
中
央
区
）

◦
定
員
＝
６
０
０
人
※
先
着
順
、

入
場
無
料
、
要
申
込

◦
申
込
締
切
＝
10
月
12
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

福
岡
県
介
護
福
祉
士
会
（
県
委

託
業
者
）（
☎
０
９
２
・
４
７
４
・

７
０
１
５
／
s http://w

w
w.

f-kaigo.jp/

）

　

川
﨑
病
院
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改

善
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
電
話
で
受

付
。
当
日
の
参
加
も
受
け
付
け

ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈮
、28
日
㈮
、

10
月
12
日
㈮
、
26
日
㈮
、
11
月

９
日
㈮
、
20
時
～
21
時
30
分

◦
場
所
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
上
陽
）

◦
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
５
回
）

◦
申
込
受
付
＝
９
月
1
日
㈯
～

９
月
11
日
㈫
に
総
合
体
育
館（
☎

２
４
・
１
２
３
０
）
へ
。
※
９
時

～
17
時
、
月
曜
日
は
休
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
古
賀
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

８
７
６
３
・
２
６
３
８
）

　

受
験
料
、
受
講
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
科
３
期
（
短

時
間
・
女
性
限
定
）

◦
訓
練
期
間
＝
11
月
２
日
㈮
～

１
月
31
日
㈭
（
３
か
月
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
試
験
日
＝
10
月
５
日
㈮

②
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
（
母
子
家
庭

の
母
等
）
※
託
児
サ
ー
ビ
ス
有

◦
訓
練
期
間
＝
11
月
２
日
㈮
～

１
月
31
日
㈭
（
３
か
月
）

※
事
前
講
習
10
月
25
日
、
26
日
、

29
日
、
30
日
、
31
日

◦
対
象
＝
イ
①
母
子
家
庭
の
母
②

父
子
家
庭
の
父
③
各
福
祉
事
務

所
等
で
作
成
し
た
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
受
講
す
る
人 

ロ 

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
訓
練
後
関
係
職
種
へ
就
職

を
希
望
す
る
人
。
以
上
の
イ
お
よ

び
ロ
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人
。

◦
定
員
＝
15
人（
託
児
定
員
５
人
）

◦
試
験
日
＝
10
月
10
日
㈬

①
②
共
通

◦
選
考
方
法
＝
学
科
、
面
接

◦
訓
練
会
場
＝
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
Ｐ
Ｃ
ワ
ー
ク
ス
（
筑
後
市
）

◦
申
込
締
切
＝
９
月
21
日
㈮

◦
試
験
場
所
＝
久
留
米
高
等
技

術
専
門
校

◦
募
集
締
切
＝
９
月
21
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校 

（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

久
し
ぶ
り
の
就
職
活
動
、
い
っ

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康
講
座

健
康
長
寿
特
別
講
演
会

ふ
く
お
か
介
護
フ
ェ
ス
タ

子
育
て
女
性
ミ
ニ
会
社
説
明
会

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

教
室
・
講
座

区
分

准看護科【募集人員 40 人】 看護科【募集人員 40 人】
社会人入学試験

（前期・中期・後期）
一般入学試験

（前期・後期）
推薦入
学試験

推薦入
学試験

一般入学試験
（前期・後期）

出
願
期
間

【前期】9/25 ㈫～
      10/12 ㈮必着

【中期】11/5 ㈪～ 
11/30 ㈮必着

【後期】1/21 ㈪～
  2/15 ㈮必着

【前期】11/5 ㈪
～ 11/30 ㈮必着

【後期】1/21 ㈪
～ 2/15 ㈮必着

11/5 ㈪
～ 11/30
㈮必着

10/15 ㈪
～ 11/5
㈪必着

【前期】10/15 ㈪～
11/5 ㈪必着

【後期】12/17 ㈪～
1/7 ㈪必着

入
試
日

【前期】10/21 ㈰

【中期】12/9 ㈰

【後期】2/24 ㈰

【前期】12/9 ㈰

【後期】2/24 ㈰
12/9 ㈰ 11/11 ㈰

【前期】11/11 ㈰

【後期】1/13 ㈰

入
試
科
目

作文・面接 国語・数学・作
文・面接

書類選
考・面接

書類選
考・面接

国語・専門基礎科目・
専門科目・面接

問
い
合
わ
せ

八女筑後看護専門学校 （〒 834-0063 八女市本村 656-1）

准看護科（☎ 23・6284） 看護科（☎ 24・4877）

平成31年度生  看護学生募集 http:www.yachikukan.jp

就
業
支
援

　八女市長野地区において、平成 30 年
９月から 11 月の予定で、道路拡幅工事に
伴う県道の片側交互通行規制を行います。
詳細はＦＭ八女等でお知らせします。皆
さまのご理解ご協力をお願いします。
◦問い合わせ＝八女県土整備事務所道路
建設課（☎２２・６９８７）

「県道八女香春線道路拡幅工事
に伴う通行規制について」
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査
士
会
八
女
支
部
平
木
さ
ん
（
☎

３
０
・
８
８
０
０
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
費
用

無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　

休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
無
料
。
予
約
の
上
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
内
容
＝
土
地
・
建
物
の
相

続
登
記
、
遺
言
・
後
見
な
ど
の
公

正
証
書
、境
界
ト
ラ
ブ
ル
、戸
籍
、

国
籍
、
供
託
、
人
権
問
題
な
ど

◦
相
談
日
時
＝
10
月
７
日
㈰
10

時
～
15
時

◦
場
所
＝
福
岡
法
務
局
久
留
米

支
局

◦
予
約
期
間
＝
９
月
３
日
㈪
～

10
月
５
日
㈮
※
９
時
～
17
時

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
局

（
☎
０
９
４
２
・
３
９
・
２
１
２
１
）

た
い
ど
ん
な
仕
事
か
、
ま
ず
調
べ

る
の
が
求
人
票
。「
簡
単
な
お
仕

事
」
や
、「
子
育
て
応
援
求
人
」、「
勤

務
時
間
応
相
談
」
な
ど
求
人
票
に

ま
つ
わ
る
疑
問
を
企
業
の
担
当
者

と
答
え
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
20
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
福
岡
県
久
留
米
総
合

庁
舎
４
階
（
第
１
・
２
会
議
室
）

◦
定
員
＝
15
人
程
度
（
原
則
事

前
予
約
、
子
ど
も
同
伴
可
）

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
子
育

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　

就
職
を
希
望
す
る
し
ょ
う
が
い

者
と
企
業
の
人
事
担
当
者
が
直

接
面
談
を
す
る
場
で
す
。
参
加

費
無
料
。
履
歴
書
を
持
参
く
だ

さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈮
12
時
30

分
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
（
久
留
米
市
百
年
公

園
内
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町

の
地
元
企
業
が
一
堂
に
集
ま
っ
た

就
職
面
談
会
で
す
。正
社
員
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
職
種
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
就
職
・
転
職
を
お
考
え

の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈰
、
13
時

～
16
時
（
受
付
12
時
30
分
～
15

時
30
分
）

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館
２
階

◦
対
象
者
＝
八
女
市
・
筑
後
市
・

広
川
町
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人

◦
参
加
企
業
＝
30
社
程
度
（
予

定
）
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
予
定
で
す
。

◦
持
物
＝
筆
記
用
具
、履
歴
書（
写

真
付
※
必
要
枚
数
準
備
）、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
カ
ー
ド
（
求
職
登
録
を
事

前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
）。
当
日
登
録
可

◦
主
催
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
・

八
女
地
区
雇
用
問
題
協
議
会
事

務
局
（
八
女
市
役
所
商
工
・
企

業
誘
致
課
）
☎
２
３
・
１
１
８
９

　

福
岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事

務
所
で
は
、
電
話
や
面
談
に
よ

る
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

マ
タ
ハ
ラ
の
集
中
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁

護
士
相
談
も
行
い
ま
す
。
相
談

無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
９
月
12
日
㈬
、
13
日

㈭
９
時
～
20
時
※
受
付
19
時
30

分
ま
で

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
福

岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
、

遺
言
や
相
続
、
悪
質
な
訪
問
販

売
被
害
な
ど
に
つ
い
て
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
福

岡
県
司
法
書
士
会
、（
公
社
）
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
福
岡
支
部
主
催

◦
日
時
＝
９
月
22
日
㈯
10
時
～

13
時

◦
方
法
＝
面
談
相
談
、
１
件
50
分

※
予
約
制

◦
会
場
＝
久
留
米
市
役
所
３
０
２

会
議
室
他
（
定
員
最
大
９
組
）

◦
予
約
受
付
＝
９
月
３
日
㈪
～
９

月
21
日
㈮
※
平
日
10
時
～
16
時

◦
予
約
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７

０
・
７
８
３
・
５
４
４
／
N
０
９

２ 

・ 

７
１
４
・ 

４
２
３
４
）

　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

司
法
書
士
会
、
行
政
書
士
会
合

同
の
無
料
相
談
会
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
９
月
29
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
第
１
研

修
室

◦
相
談
内
容
＝
境
界
問
題・土
地・

建
物
の
登
記
手
続
、
相
続
、
成
年

後
見
お
よ
び
登
記
手
続
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
土
地
家
屋
調

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
成
年
後
見
相
談
会

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
集
中
相
談

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　「学は上妻にあり」の言葉が語り継
がれるように、藩政期（江戸時代）
の八女には、自ら進んで物事に取りく
む気風が満ちていました。そのような
風土の中で、いろんな分野において
の先駆者を輩出しています。今回はそ
の中で、医学と科学を中心に関わる人
物を紹介します。受講料無料。
◦日時＝９月 22 日㈯ 13 時 30 分～
15 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」研修室
◦講師＝佐々木四十臣さん（福岡県
地方史研究連絡協議会会長）
◦定員＝ 50 人（先着・当日受付）
◦問い合わせ＝文化振興課歴史文化
交流館係（☎ 24・3200 ／ N 24・
3210）

いわいの郷歴史講座
八女の先駆者たち

平
成
30
年
度
八
女
市・筑
後
市・

広
川
町
合
同
就
職
面
談
会

「
法
の
日
」
無
料
相
談
会

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
（
福
岡
法
務
局
）
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は
り
札
、
立
看
板
」
の
広
告
物
を

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◦
禁
止
物
件
＝
橋
、
街
路
樹
、
公

衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
公
衆
便
所
、

郵
便
ポ
ス
ト
、
信
号
機
、
道
路

標
識
、
歩
道
柵
、
街
路
灯
、
電

柱
な
ど
※
こ
れ
ら
の
禁
止
物
件
に

広
告
物
を
表
示
し
て
い
る
違
反
広

告
物
設
置
者
は
、
自
主
的
に
撤

去
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

火災出火件数  3件 （23件）
救急出動件数 279件 （1,924件）
救急搬送人数 267人 （1,860人）

人身事故発生件数 22件 （198件）
傷　　者 25人 （247人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,047 (-26）
男 30,217  (  -2)
女 33,830  (-24)

世帯数 24,793  (+24)
　※（　）内は前月比

出生 49 人 死亡 67 人
転入 141 人 転出 149 人

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日は10月1日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は
前

も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

《
10
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
９
月
15
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
障
害
の
あ
る
人
が
働
く
場
を

得
ら
れ
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局
職

業
対
策
課
障
害
者
雇
用
対
策
係

（
☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
０
７
）

　

屋
外
の
広
告
物
は
福
岡
県
屋

外
広
告
物
条
例
で
規
制
さ
れ
て

お
り
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
に
は
、
許
可
申
請
が
必
要
で

す
。（
一
部
、
許
可
申
請
の
適
用

除
外
と
な
る
広
告
物
あ
り
）。
な

お
、
次
の
物
件
に
は
「
は
り
紙
、

は
、
し
尿
処
理
の
過
程
で
発
生
す

る
乾
燥
汚
泥
を
肥
料
と
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
料
は
、

国
の
肥
料
取
締
法
に
基
づ
き
「
八

女
大
地
」
の
名
称
で
、
し
尿
汚
泥

肥
料
と
し
て
肥
料
登
録
済
み
で

す
。
農
業
は
も
と
よ
り
家
庭
菜

園
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
10
㎏

入
り
１
袋
を
40
円
で
、
１
袋
か
ら

販
売
し
ま
す
。
秋
冬
野
菜
の
土

作
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
配
達

は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
北
田
形
１
０
２
２
番

地
）
☎
２
４
・ 
５
４
１
９

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
雇

用
分
野
に
お
け
る
障
害
者
へ
の
差

別
禁
止
・
合
理
的
配
慮
の
提
供

９
月
は
「
障
害
者
雇
用
支
援

月
間
」

【 第 49 回ちっご祭り】
◦日時＝ 9/23 ㈷ 9:00 ～ 19:30
◦場所＝市民の森公園◦問＝同
実行委員会（☎ 0942・65・7024）

【道の駅おおき夏祭り・堀んぴっく】
◦日時＝〈夏祭り〉9/1㈯ 〈堀ん
ぴっく〉2 ㈰ 9:00 ～ 17:00◦場所
＝道の駅おおき◦問＝同実行委
員会（☎ 0944・32・1336）

【第 28 回広川かすり祭り】
◦日時＝ 9/8 ㈯・9 ㈰ 9:00 ～
17:00 ◦場所＝広川町産業展示
会館◦問＝広川町観光協会（☎
32・5555）

広川町

大木町

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　市内中小企業の皆さまの新たな設備
投資を後押しするため、「先端設備等
導入計画」の認定申請の受付を開始し
ました。認定を受けると、さまざまな
優遇措置を受けられます。
◦優遇措置＝①国の「ものづくり補助
金」等の優先採択や補助率が引き上げ
られます。
②該当する償却資産にかかる固定資産
税を当初３年間ゼロにします。（八女市
税務課へ手続きが必要となります）
※認定には要件がありますので、詳細
はホームページをご覧ください。（八女
市ＨＰ→事業者向け→優遇制度）
◦提出・問い合わせ＝商工・企業誘致
課商工振興係（本庁舎北側２階）
☎ 23・1189

「先端設備等導入計画」の認
定申請を受付開始しました

屋
外
広
告
物
の
許
可
申
請
、

違
反
広
告
物
の
撤
去
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

肥
料
「
八
女
大
地
」
の
販
売

9月30日㈰  旧柴田歯科医院→ 新 いなとみ歯科クリニック（広川町）☎32・5123在宅医当番の変更

健康ポイント
対象事業について
　広報八女 8 月1日号
11ページに掲載してい
た「第 31回奥八女黒
木ハーフマラソン」は、
健康ポイント事業の対
象となります。

9月に
納める
もの
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予約

無料法律相談
◦ 9 月 20 日㈭ 、10 月 4 日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 9 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 9 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 9 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月13日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月7日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月6日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月11日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月19日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月10日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月5日㈬、19日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦9月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）

◦9月26日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月12日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦9月7日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦9月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦9月18日㈫13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦9月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦9月13日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月14日㈮・18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦�月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約（☎23・1448）
　黒木支所内※予約（☎42・1800）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人

で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦9月18日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
　消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

広報八女 2018.9.123

献血にご協力ください
【矢部公民館】
　日時＝9月5日㈬  10:00 ～ 11:30、
　12:30 ～ 15:00

【農業活性化センター（上陽）】 
　日時＝9月14日㈮10:00 ～ 11:30、
　12:30 ～ 15:30
◦問い合わせ＝八女市献血推進協議
　会（☎２３・０２９４）



い
つ
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
あ
り
が
と

う
。
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ

て
ね
♡

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
☆
パ
パ
と
マ

マ
の
宝
物
だ
よ
、
大
好
き
♡

い
つ
も
笑
顔
が
可
愛
い
な
る
ち
ゃ

ん
♡
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
こ
う
ね
！

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♪

た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
育
っ
て

ね
！
大
好
き
だ
よ
♡

祝
１
歳
☆
悪
さ
ん
坊
の
リ
ク
ト
君
♡

泣
い
て
笑
っ
て
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
幸
せ
を
あ
り

が
と
う
☆
元
気
い
っ
ぱ
い
の
す
ず

ち
ゃ
ん
、
大
好
き
♡
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
が
素
敵
な
果
音
♡
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♪

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ニ
コ
ニ
コ
過

ご
し
て
ね
♡
♡

☆
１
歳
お
め
で
と
う
☆
ム
チ
ム
チ
ボ

デ
ィ
と
ち
か
く
ん
の
笑
顔
に
癒
や
さ

れ
て
る
よ
♡

梅野 紗
さ き

妃ちゃん

山田 椛
か れ ん

蓮ちゃん

山口 凌
りょうが

雅ちゃん

木屋 燈
と う ま

真ちゃん

東野 紗
さ ち

千ちゃん

春口 成
な る き

輝ちゃん

古家 和
わ か

佳ちゃん

仙頭 蒼
そうすけ

介ちゃん

松尾 圭
け い た

太ちゃん

石橋 永
え ま

麻ちゃん

坂本 千
ち か や

加也ちゃん

井手 涼
す ず の

乃ちゃん

鍋田 果
か の ん

音ちゃん

Ｈ29年9月2日生（星野村）

Ｈ29年9月12日生（高塚）

Ｈ29年9月30日生（星野村）

Ｈ29年9月5日生（黒木町）

Ｈ29年9月12日生（黒木町）

Ｈ29年9月15日生（本村)

Ｈ29年9月5日生（新庄）

Ｈ29年9月13日生（馬場）

Ｈ29年9月15日生（新庄）

Ｈ29年9月11日生（立野）

Ｈ29年9月15日生（納楚）

Ｈ29年9月9日生（馬場）

Ｈ29年9月13日生（黒木町）

おたんじょうびおめでとう

１
歳
お
め
で
と
う
。
の
び
の
び
元

気
に
！
大
き
く
な
あ
れ
☆

蒼
ち
ゃ
ん
、
１
歳
お
め
で
と
う
！

い
つ
も
笑
顔
と
幸
せ
を
あ
り
が
と

う
☆

く
る
く
る
ヘ
ア
ー
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ

ン
ト
の
輝
く
ん
♪

大
き
く
な
～
れ
!!
だ
い
す
き
♡

鹿野 睦
り く と

斗ちゃん

Ｈ29年9月18日生（北国武）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課秘書広報係（☎23・1110）

凌
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
と

マ
マ
、
皆
の
所
に
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！

西原 　輝
こう

ちゃん

Ｈ29年9月25日生（室岡）

　
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
、
ご
承
知
の
と
お
り
八
女

市
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
新
市
が
誕
生
し
第
４
次
総
合

計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
始
動
し
て
２
年
目
の
試
練
で
し
た
。

▼
本
市
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
、
道
路
寸
断
、
橋
梁
損
壊
が
起
こ
り
孤
立
集
落
も
発
生
。
２
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
10
人
の
方
が
重
軽
傷
を
負
わ
れ
ま
し
た
。
被

災
住
家
は
全
壊
61
棟
を
含
む
１
２
４
３
棟
の
大
災
害
で
し
た
。
▼

市
は
す
ぐ
に
土
木
災
害
復
旧
室
を
設
置
し
、
一
時
は
県
や
他
市
か

ら
の
応
援
職
員
を
含
む
最
大
50
人
強
の
体
制
で
、
全
力
で
復
旧
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
29
年
度
、
つ
い
に
全
て
の

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
▼
市
の
復
旧
事
業
は
河
川
・
道
路
・
橋

梁
６
０
９
か
所
（
約
65
億
５
千
万
円
）、
農
地
・
農
業
用
施
設
４

６
４
か
所
（
約
20
億
３
千
万
円
）、
林
道
63
か
所
（
約
７
億
６
千

万
円
）
の
計
１
１
３
６
か
所
、
約
93
億
４
千
万
円
で
、
県
の
事
業

と
合
わ
せ
る
と
合
計
１
３
６
９
か
所
、
総
額
約
３
２
１
億
４
千
万

円
（
金
額
は
全
て
査
定
額
）
に
も
上
り
ま
す
。
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
、
国
、
県
、
そ
の
他
自
治
体
の
皆
さ
ま
方
の
多
大
な

ご
尽
力
に
よ
り
、
八
女
市
は
見
事
に
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
万
感
の
思
い
を
胸
に
今
月
８
日
、
お

り
な
す
八
女
に
て
、
福
岡
県
と
の
共
催
で
国
や
近
隣
自
治
体
か
ら

多
数
の
ご
来
賓
や
工
事
関
係
者
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
お
招
き
し
竣

工
式
を
行
い
ま
す
。
式
典
に
は
朝
倉
市

長
、
東
峰
村
長
も
登
壇
頂
き
昨
年
の

豪
雨
被
災
地
へ
の
激
励
セ
レ
モ
ニ
ー
も

行
い
ま
す
。
被
災
と
復
興
を
記
憶
に

留
め
、
八
女
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓

う
式
典
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

万感胸に
災害復旧事業
竣工式

㊽市長コラム

H24災害時の救助の様子

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
9
月
は
、
人
と
技
術
が
集
い

地
域
の
想
い
を
一
つ
に
つ
く
り

上
げ
る
総
合
芸
術
、
八
女
福
島

の
燈
籠
人
形
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

▼
今
年
は
酷
暑
が
続
い
た
せ
い

か
、
例
年
以
上
に
そ
う
め
ん
を

消
費
し
て
い
ま
す
。
地
元
少
年

野
球
チ
ー
ム
の
全
国
大
会
出
場

の
応
援
で
そ
う
め
ん
を
購
入
し

て
い
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
箱

協
力
し
て
い
て
も
よ
か
っ
た
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
直
売
所
を
覗
く
の
が
大
好
き

で
す
。
山
間
地
か
ら
平
地
ま
で

の
豊
富
な
野
菜
や
果
物
、
美
し

い
花
。
ど
れ
も
新
鮮
で
お
手
頃

で
、
豊
か
な
土
地
と
生
産
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。（
Ｋ・Ｓ
）




